
行ビーム法Ｘ線回折測定による榊造解析から同定をおこ

ない、金と水銀の割合の推定をおこなう１f が可能となる

ことから鍍金技法の解明に大いに役立つ。（工楽善通）

国際学術研究

１．国際学術交流の現状当研究所がここ数年継続して

おこなっている諸外I R I との共同研究には、特別研究とし

て次の２件がある。

l ）ｌ櫛アジア仏教遺跡の保ｲ 潅備に1 Mj する堆礎的洲企研究

2 ）アジアにおける古代郁城辿跡の研究と保存に側する研究協力

また、文化庁が実施する「アンコール文化遺産保護共

同研究」も当研究所で協力しており、本年で５年ロを迎

えた。さらに、文部省科学研究饗補助金として次の４件

をI : I R l 際共同研究として実施している。

l ）’ ' ' 1剛, Ｗｉ壁凹の総合的洲在と保存法のl ＃1発研究

2 ）陶磁器文化の交流にl H1 する科学的研究

3 ) 中岡艮脚1 1 1 の巨大噴火年代と勧海に関する年桧年代学的研究

. ' ）１１轍Ｉ１ｆ代における埋葬法の比較研究

当研究所が外国の諸機関・研究者とおこなう交流も近年

多岐におよび、ほとんど全世界的なものになってきた。１９９７

年度には､ 当研究所が招恥した研究荷､ および先方の研究目

的での来訪者は計14ヶI K l ､ 延べ5 3人であり、､ 1 1研究所から外

国への出張者は1 1 ヶ国､ 延べ5 6 人にのぼっている｡ 来訪者は

奈文研の特別研究､ 科学研究側』i I 際学術研究､ 間際交流唯

金､日本学術振興会､ユネスコ、( 財) 1 - 1本| : ' i I 際協力センター

の招きによるもののほか､ 先方機関からの訪問者である。

自治体職員協力交流事業特別研修地方公共団体、自沿

省および( 財）自治体同際化協会がおこなう「自治体職貝

協力交流事業」にもとづき、海外から文化財保護関係機関

の職員を受け入れて､ 研修をおこなうもので､ 文化庁およ

び諸機関が協力しているものである。Ｊ１研究所も1 9 9 6 年度

から受け入れを実施しており、本年は奈良県が受け入れ

た中国河南省文物管理局の１名と、島根県が受け入れた

ヴェトナムフェモニュメント保存センターの１名が９ｊｊ８ＩＩ

から1 2 日まで特別研修を受けた。わが岡における文化財

行政の現状､ 保存科学､ 辿跡探炎等について研修をしたほ

か､ 平城宮跡､ 飛鳥藤原宮跡､ 飛鳥盗料館等の兄学をした。

( 財眉本国際協力センターが実施する｢ 博物館技術コース」

への協力標記の研修の一部を引き受けて、９月2 2 Ｈより

９月2 6 日までの１週間当研究所で実施した。内容はⅡ木

の各秘文化財の保存の現状や遺跡発掘、保存修復・整備、

建造物見学などであった。参加荷はインドネシア､ カンボ

ディア､ サウディ・アラビア､ シリア､ カメルーン､ セネガル、

グァテマラ、ミャンマーからの各１粕であった｡ このうち、

サウデイ・アラビア､ カンポデイア､ インドネシアの３名は

l 1 j j にも１週間、考古学と保存科学の特別研修を受けた。

2 ．中岡社会科学院との第２次友好共同研究当研究所

は、特別研究「アジアにおける古代都城遺跡の研究と保

存に関する研究協力」の‐ 環として、Ｉｌ１ｌ』1 社会科学院考

I l f 研究所と共同研究を進めている。９６年度は調査計画に

関する協議を進めるとともに、1 1 1 家文物局に対して漢長

安城桂宮の発掘巾請を提出した。９７年度になって、よう

やく発掘' ' 1 請が国家文物局から批准され、共同調査が実

現する運びとなった。発掘調在の' ' 1 請考は奈文研の所長

であり、巾l K i における外|玉１人洲企のi I l i 期的な例といえる。

, 洲杏対象となったのは漢長安城の桂宮２号宮殿遺吐で、

洲査は9 7 年１１月～1 2 月と9 8 年２月～３Ｍの２度に分けて

おこない、奈文研からは2 端ずつの研究貝を派遣した。

また発伽区周辺の地形測放もおこなった。調査の具体的

な成果については４～６頁を参照されたい。（工楽善通）

3 . 南アジア仏教遺跡の研究ミャンマー連邦文化省考

占ﾙ ｵ との共' 1 1 研究の4 年Ｈである。主として研究者の交流

をおこなっている。本年は考占局パガン支局のゾー・ミ

ョー・チョー氏軒博物館局学芸』』のティン・アウン・ソー

氏を5 0 日間、ヤンゴン大学考古学科長雑大学歴史研究セ

ンター副所長サン・ニエン氏を1 5 1 ｣ 間招恥し共同研究を

行った。奈文研からは、猪熊・黒崎・杉山・森本の４名

が考古) I j 、大学歴史研究センターと巡跡を訪れた。遺跡

はマンダレー近郊のミンザイ、ハリンといった都市遺跡を

中心に、整備が進むパガン地域なども訪れた。（森本晋）

4 . アンコール文化遺産保謹に関する研究協力現地調

盃では、ルンタエック村ダニ窯跡群の本格的調査を目指し

た地形測批と巡職探査を実施した。探査では地中レーダ

ー探盃と磁気探査を行った。探在の結果については本普

P ､ 4 8 - 4 9を参照。招1 1W事業は例年辿り、勝手研究者３名を、

8 1 1 1 間州聡し、発掘技術・保存科学的手法。Ｈ本文化理

解の３点について、研究所をI | ･ I 心に共同研究を行った。

' ' １略研究者１名の短期招聡では、文化芸術省文化遺産局

次促のピッ・ケオ氏を招鵬し、研究所や符地の寺社を視

察していただいた。（杉山洋）

奈文研年報／1 9 9 8 - 1 園５



1 9 9 7年度

奈文研研究者の

海外渡航一覧

( 氏稲/ 期間/ 渡航国/ I : I 的/ 盤川）

●工楽善迦／1 9 9 7 年‘ １月2 9 1 1 ～５月４日／

大韓民Ｉ型I ／Ⅱ蝋1 1 7代におけるj 1畔法の比較

研究（文部禰科研賀）

●沢田正昭／1997年５月91 . 1～５j j 2 11日|／

中華人民共和卿／中国古墳壁I I I I i の総合的調

査と保存法に関する開発研究（文部窃科研

鋤

●肥塚隆保／1 9 9 7年５月1 4 1 1～５ｊ１２１ロ／

中華人民共和| 邸／アジアにおける古代都城

遺跡の研究と保存に閲する研究協力（奈文

研特別研究）

、佐川l E敏／1997年５月251 - 1～６ｊ１７ｕ／

中華人民共和I I i I ／中国華北地方の前期' 1 1石

器の調査

●島田敏男／1 9 9 7 年６月４Ⅱ～６ｊｌｌ５Ｈ／

ドイツ／建造物保存修復の理念と方法につ

いての現地調在（文部符科研畑

●F 1杵勲／1 9 9 7年６月５日～９月5 1 . 1／中

華人民共和脚／東アジア文明地域とその周

辺の考古学的研究（日本学術振興会・中国

社会科学院）

●肥塚隆保／1 9 9 7年６月3 0 1 1～８月3 0 1 1／

アメリカ合衆国／無機衝文化財の保存科学

に関する研究（文部省在外研究貝旅鋤

●木村勉／1 9 9 7 年７月６日～７月l 9 i l ／ド

イツ／処進物保存修復の理念と方法につい

ての現地洲在（文部省科研賀）

●沢田正昭／1997年７j l 3 0 I 言I ～８月121｣／

アメリカ合衆国陶磁器の分布に関する共同

研究（文部省科研費）

●猫熊雄勝／19 9 7年８ｊｌ４ＩＩ～８ｊｊｌ６Ｉｊ／

アメリカ合衆I I i I ・メキシコ／オセアニア学

会出席及び研究調査

ｅ村上隆・間災洋成／1 9 9 7 年９月３１１～９

月１０i _ l ／I l l 華人民共和I RI ／アジアにおける

古代都城巡跡の研究と保存に側する研究協

力（奈文研特別研究）

● 工楽灘迦・光谷拓実／1 9 9 7 年９月４n ～

９月１８日／中華人民共和I 亜I ／11 1回長nl l I の

巨大噛火年代と潮海に閲する年輪年代学的

5 ６奈文研年報／1 9 9 8 - 1

研究（文部省科研独）

●ｊＩ: 上和人／1997年９) 12611～10月２１１／

タイ／メコン流域の文明化に関する老I I f 学

的研究の現地調査／文部稽科､ 畷

●沢l l I 正昭／1997年l On1( ) Ⅱ～l 0j j l 811／

' ' １雌人民共和図／中mT I f 戦壁画の総合的調

在と保存法に関する開発研究／文部杓科研

曲

●' ' ' １１１１噸・加藤真二／1997年10月121: I ～l O

j 1 1 6U／' ' １華人民共和ｌ１ｉＩ／アジアにおける

古代都城遺跡の研究と保存に関する研究協

力（奈文研特別研究）

●村l l l 健一・長尼允／1997年10月161｣～10

月2 6 1 1 ／ドイツ／ドイツにおける建造物保

存修復の方法等にI MI する調在（文部宥科研

避）

●琵淳一郎・I j I i 村服・村上隆／1997年11）Ｉ

７１１～1 1 月１５n／アメリカ合衆同／陶磁器

文化の交流に関する科学的研究（文部杓科

研lIIi）

●l §楽縛迩／1997年11) l l 8n～１１月2611／

大隙民同／日鯨古代における埋葬法の比較

研究（文部省科研挫）

●小潔毅・繍崎和久／1 9 9 7 年1 1 月2 1 M～l 2

j 1 2 0 n ／中華人民共和脚／アジアにおける

古代郁城遺跡の研究と保存に関する研究協

力（奈文研特別研究）

●' 11｢111噸／1997年11月2211～11月291. 1／Ｉ|’

推人民共和国／アジアにおけるI l f 代都城逝

跡の研究と保存に関する研究協力（奈文研

特別研究）

●佐川正敏／1997年l l j j 24I ･ I ～１２月1211／

大韓民I x l ／大韓民国における古代埋非法の

調在（文部省科､ 畷・大韓民国文化財研究

所）

●猫熊雅勝・杉山洋／1 9 9 7年1 1月2 7日～ｌ２

ｊｌ４ＩＩ／カンボジア・ミャンマー／アンコ

ール文化辿産保護に側する共同研究（文化

庁）

●西村康・森本智／19 9 7年1 1月2 7日～l 2 j 1

1 0 I 1 ／カンボジア／アンコール文化辿碓保

護に側する共同研究（文化庁）

●加藤真二／1997年l 2 j l l 3｢ 1～12月20｢ l ／

1 1 1 稚人民共和国／河北猫文物研による泥河

湾討･ 論会出席及び学術交流

●浅川滋男／1997年12月１３１１～12月2011／

巾雅人民共和国／アジアにおける古代都城

巡跡の研究と保存に関する研究協力（奈文

研特別研究）

●I 邑楽溌辿／1997年12 j l l 5 I j ～l 2 j l l 8H／

台湾／地方文化財の保存と利用に関する研

究会で講義（台湾文化処・雲林科技大学）

●料永省三／1997年12月151｣～l 2 j l 24 I 1／

連合王同／I I i l 際理論考古学会において研究

発表

●稀熊兼勝・黒崎ｌｌ１ｆ・杉1 1 1洋・森本将／

1998年１月141 . 1～１月2911／ミャンマー／

ミャンマー初期仏教遺跡の調在研究（奈文

研特別研究）

●金l l l 明大/ 1998年１月15日~１月1811 /

大韓民腫1 ／朝鮮､ １２烏における古代の土器の

観察・検討

●小林謙一・花谷浩／1 9 9 8年l j j l 5 1 I ～ｌ

ｊＩ２１日／大韓民、／l ｣ 蝉古代における雌葬

法の比較研究（文部省科研鋤

●猪熊派勝／1 9 9 8 年２月1 6 日～２月2 1 1 1 ／

大韓民' 五I ／Ⅱ韓I l i 代における埋葬法の比鮫

研究／文部省科研独

●玉田芳災・次' 1 1涼／199 8年２j I 2 8 I I ～３

月2 8 i ｣ ／中推人民共和国／アジアにおける

古代都城辿跡の研究と保存に関する研究協

力（奈文研僻別研究）

●l ) [ i 村康／1998年３月５日～３j j l 7 I 1／カ

ンボジア／アンコール文化遺産保護に関す

る共同研究（文化庁）

●工楽稗迩／199 8年３月10 1 1～３月15 1 1／

巾推人民共和同／中脚古代の紺製I MI に関す

る情報収集

●沢l l I 正昭／1998年３月１０１: l ~３月191: I ／

r l ' 華人民共和同／' 1 ' 図古墳壁面の総合的調

禿と保存法に関する開発研究（文部窃科･ 研

劉）

● I I I r l ' 琢・町川噸・浅川滋男／1 9 9 8年３月

ｌ７ｐ～３月2 1 1 . i ／中華人民共和I x l ／アジア

における古代都城辿跡の研究と保存に関す

る研究協力（奈文研特別研究）

●牛嶋茂／1998年３月17｢ l ～３j l 2811／ｌｒｉ１

上

●臼杵勲／1 9 9 8年３月2 2 1 ｣ ～３月2 5 1 1／大

韓民国／アジアにおける古代都城辿跡の研

究と保存に側する研究協力（奈文研特別研

究）

●森木晋／1 9 9 8年３月2 2日～３j l 3 1 i J ／フ

ランス／フランス撤東学院等におけるアン

コール文化通産関連盗料の調査（文化庁）

●I i I i 村康／1998年３月25日～４ｊｌ３１１／ア

メリカ合衆凶／アメリカ考・I l f 学会出席

※ （）付き僻記のないものは私挫渡航



1 9 9 7年度

海外から奈文研への

主要訪問研究者一覧

( 氏籍/ 国/ 機関/ 期間／' 二Ｉ的/ 紹鵬元）

● I ・光鎮（韓側／慶州文化財研究所) 、

李恩, I | : （韓国／慶州文化財研究所）

1997年６月3011~1997年7川１１１

考占学研究先方

●紫鳳i I ド（I |掴／I l l 東大準教授）

1997年6j l 30H~1997年7ｊｌ４ＩＩ

考古学研究先方

● 椎瑛淑（練阿／釜1 1 1 大学校教授）

1997年７月７Ｈ～1997年８ﾉ j 25I I

保存科学研究先方

● ｎ英災（撚国／釜1 1 1 大学校学生）

1997年７月7ﾛ ｰ ’ 9 9 7年７月241 ]

保存科学研究先方

● 金災衡（韓国／釜1 1 1 大学校学生）

1997年７月25日~1997年８月25 ,

保存科学研究先方

●A l e x Me n s a h（ガーナ／ガーナ腿l 立博物

館）1997年７月８F I ～1998年ｌｊ１７ＩＩ

保存科学研究国際交流基金

● 季容蔦（韓侭1 ／I I 立中央博物館）

1997年７月2111~1997年８月２１１

保存科学研究先方

● 遡曲典（韓国／国立民俗博物館長）

1997年７月2611～1997年８月３，

考古学研究奈文研招恥

● 郷椎Ｋ（韓I j f l ／脚立文化財研究所）

1997年７月28u～1997年８月３｢1

考古学研究奈文研招恥

● 申柑孝（韓国／国立光州博物館）

1997年７）128Ｈ～1997年８月７１１

研修参加先方

● E a Da r i t h （カンボジア／京都大学人間環

境学部) 、ＥｋＢｕｎｌｈａ（カンボジア／上郷大

学外国語学部）

1997年８月７ｕ～1997年９j j 30H

遺跡調企研究先方

● L y V a n n a （カンボジア／上智大学外国語

学部) 、I I or SokuI 1t hear y（カンボジア／' 二

卿大学外国語学部）

1997年８Ｈ７Ｉ: I ～1997年８，２１１１

遺跡洲在研究先〃

●ﾙ（ＩＲＩ蕊（l l I I 1RI ／河I 櫛宥文物符即ﾊ j ）

1997年9j I 8I 1~1997年9j l l 2I : 1

文化1 M･ 研究奈良県招リリ

●Ｔｌ･ａｎｌ) ｕｃＡｎｈＳ( ) 、（ヴェトナム／フェ

モニュメント保存センター）

1997年９月８１{ ～1997年９) 11211

文化財研究島根県招珊

●李淑琴（I | 咽／峡西省考I i i 学研究所) 、

l ミｌｌＩｉｌＭＩ（中111／峡i J I i 省考古学研究所) 、李

文典（ｉＩＩＩｆＩ／峡西符歴史博物館) 、楊文宗

( ' ' １国峡I I I i 省歴史|#物館）

1997年９月１１Ⅱ~1997年９月3011

壁i I j i 保ｲｆ奈文研郷Ｍ

● l ；榔茂（I I J 国／凹川竹文物考古研究所）

1997年９月24日~1997年９ｊ12611

考古学研究１１１梨県地文センター柵恥

③Che a P i S c y （カンボジア／アンコール保

存』i :務所)、Yosephi I1eMa1･i aKussuI1arl i ni

( インドネシア／1 ' 1 部ジャワ州立博物館) 、

Abdu l l a hS a udA l - s a ud（サウジ・アラビ

ア／教育桁博物館) ‘ j ) 、RababAL - CI I A、

AＲ（シリア／I I i I 立ダマスカス博物館古代オ

リエント部) 、AL L OT E Y F e l i x Addo（カ

メルーン／工虻王寓博物館) 、Ｃ( ) ｕｍｂａ

ＮｄｏｆｆｅｎｅＤＩＯＵＦ（セネガル／アフリカ芸

術博物館）、Cl audi a J udi ( ｈＭＯＮＺＯＮ

ＳＯＳＡ（グアテマラ／ポポール博物館) 、Ｕ

ＭＹＩＮＴＳｗｅ（ミャンマー／文化省）

1997年9j l 2211~1997年9j j 26I I

博物館研修ＪＩＣＡ州恥

● 李′ | : 職（鰍国／湖股美術館）

1997年l Oj 1l I I ～1997年１０月3111

保存科学研究ル〔京側立博物館招恥

●L oe ung Ra v a l t e y （カンボジア／プノン

ペン王立巽術大学ﾉ ﾋ ) 、ＳｏＣｈｈｅｎｇ（カンボ

ジア／プノンペン: 疎芸術大学ﾉ ﾋ ) 、K h i e u

C h a I ，（カンボジア／プノンペンl ﾐ 立芸術大

学生）

1997年10月211~1997年l 2j j l 9H

辿跡洲在研究文化庁州１Ｍ

●E l c l l a S huma k ov a（ロシア／ロシア科学

アカデミー）

1997年１０月20日～1998年８月19Ⅱ

保存科学研究対文協

③Ch e a P i S Gy （カンボジア／アンコール保

存事務所) 、Yosephi neMar i aKussunar t i ni

( インドネシア／I i 1 部ジャワ州立博物館) 、

Ab d u l l a h S a u d A l ､ s a u d（サウジ・アラビ

ア／教育省博物館Ｍ) 、1 9 9 7 年１１月1 7 1 - 1 ～

1997年l l j 121H

遺跡i 淵在研究ＪＩＣＡ招リツ

●And】･as Mor g ( ) ｓ（ハンガリー′ 国立博物

館）1997年l l j j 28 I I ～1997年12) Ｉ６Ｈ保

存科学研究対文協

● 馬家郁（中腿服凹州省文物考I I f 研究所

次農）1997年11月3011～1997年ｌ２ｊｌ９ＩＩ保

存科学研究対文協

● P i c h K e o （カンボジア／文化芸術符文化

辿産脇）

1997年１２月８１１～1997年12j 117I l

考占学研究文化庁招恥

●ZａｗＭｙｏＫｙａｗ（ミャンマー／考古I ‘ j パ

ガン支部) 、ＴｉｎＡｙｎｇＳｏｅ（ミャンマー／

文化符ラキネ図諜博物館）

1998年１月2811~1998年３月1811

世跡調盗研究文化庁紹恥

●金製範（韓I l R l ／文化1M研究所）

1998年２月181: l ~1998年３月101｣

考古学研究奈文研招恥

● 張脚' i ｆ（中国／中岡社会科学院考占研

究所) 、烏恩（中l 副／1 1 1 国社会科学院考古

研究所) 、楊慮（中I R I ／中岡社会科学院考

古研究所) 、イ: l ：金鵬（I { 』同／中岡社会科学

院考古研究所) 、陳良偉（中国／中国社会

科学院考占研究所) 、Ｖ島ＩｌｉｌｌＩ（中岡／遼寧

構文物考古研究所) 、張克挙（中国／遼寧

省文物衿I I f 研究所) 、Ⅲ厳坤（中I HI ／朝陽

市博物館）

1998年３月２１|~1998年３Ｍｌ６Ｈ

都城研究奈文研招珊

・S a l 1 Ny i e n（ミャンマー／ヤンゴン大学歴

史研究センター）

1998年3j l l 3I I ~1998年3j j 27H

遺跡調在研究奈文研招恥

奈文研年報／1 9 9 8 - 1 ５７




